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＜計画の全体像＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意思が尊重され 

自立して暮らせる 

(１)地域包括支援センター 

  の機能強化 

(２)権利擁護の充実 

(３)多様な主体との地域 

  づくりの推進 

４ 

介護度が重度

であっても 

望む暮らしを

選択できる 

(１)介護サービス等の整備 

(２)介護保険制度の持続 

 可能性の確保 

(３)在宅医療・介護の連携 

  の推進 

重点施策（節） 政策目標（章） 

３ 

主な取り組み 

助けが必要でも 

住み慣れた地域で 

安心して暮らせる 

(１)地域での支えあい体

制の推進 

(２)多様な生活支援 

ニーズに対する支援 

(３)認知症施策の推進 

２ 

健康寿命を延伸し 

いきいきと 

暮らせる 

(１)フレイル予防・ 

  健康づくりの推進 

(２)多様な社会参加の促進 

重点施策（節） 政策目標（章） 

１ 

①高年齢者就労・社会参加の拡充 

②地域でのボランティア活動の推進 

③多様な居場所の創出 

 

主な取り組み 

①フレイル予防プロジェクト 2025 の推進 

②かしわフレイル予防ポイント制度 

③フレイルチェックを通じたフレイル予防の

推進 

④高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 

①介護サービスの基盤整備 

②介護人材の確保 

③介護現場の生産性の向上 

①介護保険事業の適正な運営 

①在宅医療・介護多職種連携の向上 

②在宅医療提供体制の整備 

③地域住民への普及啓発 

④地域医療拠点（柏地域医療連携センター）

の運営 

①総合相談支援機能の充実 

②地域包括支援センターの活動評価 

③地域包括支援センターの適正配置 

①高齢者虐待防止の相談支援 

②成年後見制度の普及啓発 

③振り込め詐欺や消費者トラブルの未

然防止 

①超高齢社会のまちづくりモデル 

②関係団体等との連携体制の整備 

③都市・交通政策部門との連携 

①生活支援体制の充実 

②多様な居場所への参加促進 

③見守り体制の充実 

④相談機関の整備 

①認知症の正しい知識と理解の普及・啓発 

②予防（認知症になるのを遅らせる， 

 認知症になっても進行を緩やかにする） 

③医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

④認知症バリアフリーの推進 

 

①多様な生活支援サービスの把握と情報の発信 

②介護支援専門員による効果的なケアマネジ 

 メントへの支援 

別紙（資料１・２） 


